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繭絲繊度に影響を及ぼす二・三の要因に就て

出口定次郞

濱村一彦

S. YAMAGUCHI and K. HAMAMURA:-Some factors influeneing 

the size of cocoon fibre in Bombyx mori L.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕　　　営

　　從來に於ける繭綜繊度の研究は、叢に上藤繭後に於ける蛋態的叉は憐養ri9條件の楓違せる揚

　合に於て調盗を試みられてゐるが、著者等は上膜直前持くは飼育中に於ける次の如｛聾k理的異

　常條イノドドに於て吐縣せしめ、その繊度の細太を比il咬し之が原因に就て考勢導を行った。侮繊度は

　品種的に1又個徹隆的にも町山襲i異が知く、少数個腿の比較は石正確であるが、大驚に於ける傾向

　を知るを得たのでその大略を記した。吐綜騰騰研：究σ）蓼考εもならば率であib。

　　　　　　　　　　　　　　　材料及試験労浩

　　供試llゐ種　　支105號、　支U3xl歌18號、　一部に1よ　娘06べ110及支恥5Xlll10搬川。

　試駄　方　法
り

　　1，　氣門閉鎮には塗料エナメルを使用した。閉鎖氣門の位麗ム乞時期は試験緑に記｝伐した。

　　‘2・減腋よD。scic漁rま采用・棚擁帥に大慌狸1…尿を終りたる醤繭開始の熟盤を容れ・噌ζ

　した。氣腱は排氣ポンプにて550～600）umこしナこ。1・ci．1し瓶中に氣腿計を置いて槻測し鎚化な

　き様にした。

　　3．　加嘆は墜氣加歴人工識卿1馴ヒ装置を川ひ此の中に於で糖繭せしめた。氣購は15～L）01b5

　εした。

　　生　出血縣置は識兇腹脚の…・紺5を黄傷せしめて、髄砿の5％位出！ilLせしめたものにっき吐綜δ

　せたQ
　　5．過熟撚賊は瞥通より梢低温の所に殿児を置豪吐綜を抑lil’iJしお彦、過熱録たらしめて後th－・一

　齊に吐縣管繭せしめた。

　繊度調査
　　繊度は10箇以一1’．：の繭を用ひ1　llttWtにより10C）剛垂の繭綜繊度を調’く1・篤一次より第四次100同

　迄を李均しN夫れを試瞼嘔に於ける繊慶εした。臨の方法を最良ざいふこεは出來ないが、以

　上の腱理取扱が藩し繭綜繊度の細太を決するεせば、醗に此の4t）0；財位蓬の湖に於て影響を見

　る可壷こt“を推察しナニからである。然し本試瞼に於ては長さの記・伐は之を略き繊度のみに就て

　考へてみた」倫吐綜速度の懸速状態を知iる駕に、1違理を行つた猛の一室時間内に於ける吐綜量

　（重量）を測電しtので附加する。

　　　　　　　　　　　　　　　　實　験　　成　　績

　　上記の方法により輯繭せしめた繭舞の繊度は大略次の如くである。

　　灘濾総…難誌　　策十岱　鍋IL1號　　19：：S
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　　舞1・L　　i二Tfil　　l尉　　蚕藁　　（2）
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　　　　　　　　　　　　　　　1粒繰
｝言式：　験　　匿濁　　男）J

　　　　　　　　　　　　　　　周　次

　　　虐露　　　i弊　　　1・賎

゜　　（角義1”j　lgJ趾近）

按匹　　猛濃　　ハ幽　膏剛

3，4．5雰軋11り1羽讃

一Nlg　獺　　露前　　イ1田

3．4，5SiCT“Jl牙」鍍竃

ee11！　鐡　　蘇1す　・但1
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5　齢　rドノ｛・｛則

3．4、5氣fl『1曙」鎖
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第6表絹　綜　腺　除　去
皮コ05號×H11⑪號　（1，935）

繭　綜　繊　度　　1　　脂　　　　数

　　　　　　　　　　　　緊　　1　♂　　1　♀　　　．♂
　　　　　　　　　　　　　d　　　　　　　　　　d
　　鮒　　照　　1、1“l　　　　i3．96　　　　　　2．｛｝4　　　　　　100　　　　　　コ00

　　片側絹綜腺除擾　　　：L95　　　1．50　　　65・9　　　55・S
　　　　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　　　　　絹綜腺は・正陥鵬鐡に手衛除患す

　上衷の示す所により本試験の範嗣に於て次の事實が明かt“なつナこ。

A．　氣門閉鎖の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　tL．熱　　　：激

　1．熟懲爾側第1氣門閉多rlは繭綜繊度をG～：ω％位太くする・

　2，熟慧爾側3．4，5氣門i糧戴よ繊度1～12％位を糸lilからしめる。

　3．　片側3．4．5氣lllj閉鎖は殆＆繊ltsに影艇ミせず。

　　1）．　5　齢　　中

　1．5齢中第1氣門閉漁よ紬1度を太く歩るこごありσ．9％）叉影響な唐こごもあ1三｝。

「　2，5齢中爾側3、4．5氣円閉鎖は繊1｛芝を梢細くずる（5％）傾1的あり。

　　3．　5齢中片側3．4．51舞弍門閾鎮は殆さ繊度1二影響せず。

　13．　加瓶も減鷹及111甑の影響

　　1．　熟獄上膜巾減｝嘆（55t〕mm～6し，〔［ii］mlKj外）｛よ、繭新i繊度を太力’らしめるo　（6～16％）

　　2．熟翼上縢中加腿（．氣lll租5～2011）1．）は殆3繊度t：影響しない。

　　3．　出．血1．は織度を稽細からしめる。

　C．　上膜II為…期の早畦免

　　購餓隙の多少醐かに薗導融麟辮い刷り1上撫砲繊酬い・從って繍腺
　　の大小ざ繭綜繊度が密接1こ關係してゐるこ淑よ想像に難くない。

　工）．絹縣腺除去
　　片側の絹綜腺を除去せる揚合は勿論繊度は細いが垂の太さt“はならず、梢太く封照匠繊度の

　　57～66％位を表す。

　　　　　　　　　　　　吐　練　i速　慶

　　以上の嬬繊の細太｛よ障割臓による嚇系速度の緩急に原1肘るものでは．ないか紛考へ

　から、騰繭中一一定il書￥間内の吐綜量を測宣して見た。之が結果は訳蓑蛇に圃の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　第7表　吐　紳　速　度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剥20理頂繭贋戴　　　　日111脱x皮107號（Z936）

＼一…_1ﾇ　　岡　塒111ゴ

　　　　　　　　　、～

20i劇｝野　　30旛開　　40　i｝・3間　　50碍間　　　　計

／繋∴　1諏織ll／劉1：劇ll　
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♀

♂

漉　　　川9．　　　匪　1　1．留75

　　　　　　　　　錆1氣II，1閉　鎖　1，1、｛　’l　　L424

箏1肱5，G蜘rり閉↑1・嘔　ii　（［．789

川　　1fi1　　圃　！　Lr別

　　　　　　　　II

料　　　　　照　　　　　減

逝　　　熟　　　蝦　　　慨

協陀　　　　川母　　　　圃

第1氣門　閉鎖　圃

fお3．・工5、6氣1腿1四1鎖1、碇

出　　　　」直1　　　　圃

1．179

0，822

1．750

胴88

0．980

L5f｝｛｝

　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
　1．：；9・一　　（，．9751　1．（｝7，…　　‘L9101　5．“2呂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　コ・2wi　工捌I　o・919　　0・i）6S　　　5・昌G2

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　‘）・S；IO　「　　0．6M　　l　　O．朽89　1　　0．594　　　　　t3．．1｛｝6

　　　　　　　　　　　　　　　　　

一’11∵－1：歴一に丁・1引　゜・6811　5・981

1．1；57

1、αi4

1．323

ユ．575

f，．8工4

工．il，tO

1．！5．1

1，403

1．．213

1，露97

0，68・I

L細f｝

工0⑪3

⑪、9ごヨ33

0，950

証、」Ol｝7

0．召豊1

0．88，9

0、8］6

0，6】8

0．，9　e，0

0．7菖O

o，71h

O．51‘1

お，509

5，・110

6．098

6，1・17

搾，764

6．162

獅糊に駄明か轍riく調1陥砒嗣詫・も…欝川勺鋤乖斜1尺齢鎚つてゐる繭
じ砒の灘では1！1・縦轍漏もド偲1糊阻辮・tv．い‡易舘・・㈱蝦撫繍1く嫌、

耽暇拗揚儒ある・略焦戯膿速度の　繍・就〔’一”）’itの　期覗るぼ1拙勅いc，

　2．0

　　9
tlf：

綜1．5

量

　1．，O

”tr）

．0

　　　　s；t　鰯鞭縫　　　鉱1

。　よゴこ含N．　｛に鍼誕鶏1欝1艦撫、，こ11㌦5

＝，t　’＞　　　　　　　F…概湘M　　　　　　綜
　　　e　　x　　　　　　　　　　　N

瓢∵こ：：二懸§　　㌦

　　　　10　　20　　：IO　　・｛0　　50　　　　　　　　　　　　コ0　　20　　30　　40　　1io

　　　　　　　　紹渦酬】　　　　時間　　　　　　　　　　　紺渦陣鋼　　　　　時開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　察

　上記調盃の結．m　）繊度o）浄JI1太に及ぼす影響のb∫ξ因を次の如く考繋するこssが許されるであら

う。

1・繍第1鞘i繊はllヒ㈱1のi職階廃してイlt用し・吐編獅伽賜画　痺灘し矧聡

緬を弛緩せしめ・輔噺憂部に於鵬蜘鴇螺力烈よ骨纒・絢作用によ1）、糸辮物質駄
さの調節なしに吐禺せしめらるるので、異常に太き繊度を表すものε考へられる。

　2，第3・　4・5・6剣i［淵彊箕は第1氣門閉鎖ミは反鋤に1！i二綜部に異常はないが、是等氣門閉鎖

が該灘；の筋肉の弛緩を凱・邦騰腺の融イ剛を馨躯・るので糊㈱k、靴1・綱内酬：系繰

も少・いのであらう。

3’灘剛灘が嚇練蝋・1腋畷する僚・1蜴合瀕1楓載聯麟の硯を來
し、呼吸的障害ミして作用するので、緻度を太からしめるものε考へられる。

　4．　出ili正覆の繊度梢細いのは出lllLが慌の繁張力を弛めるので、絹綜腺を腿辿する力が弱めら

れる結果であらう。然し至吐綜：1置：が減少してゐない事は注目すへこき事揖阿である。

　5．　渦熟懲嘔の繊度穂細いのは、一一つ｛よ高淵に於ける吐縣の知く吐綜を急ぐ爾めに原因し、



3Io　　　　　　蹴　怒　脳　礁　器　　　　　　く塀欝

警蹴灘難駕贔課灘講1鰐騒講1響脚自ロち部分的の太

　6．絹綜腺抽出圃の繊度細き1謡ト1綜物質の少きによる爾であらっ。

義講樵撫綴諜ll驚総1撚謙ll繍灘瞭

繊搬雛雛鋸膿ll漏翫の鋤欄1・繊鰍腿のな
らんは明かであるが、是欄㈱二就ては衡IVi・Y，ii］lt，TitEの言言澱禰ひナこい・

　　　　　　　　　　　　　　　　要・　　結

　　第刷齢識兜募熟頚に就て

1．　第1氣門爾側閉鎖は繭縣繊1輩を可也太くし。

2，　第3．4．5氣門南側閉鎖は繊瓦曼1を席細からしめ。

3，　第3．4，5氣門片側閉鎖1よ殆♂繊度に影響しない。

4、　熟蹴上膜中減騰は繊1蔓を精太からしめ。

1：騰糠誉搬編，，㈱脚灘・」榊もの脚て・鰯・撚從

力1欝繰撫響驚姦搬麟1赫繍㌍灘綴講1護縦瓢劉

嚢である。

　　　　　　　　　　　　　　　（於．L田瓢縣琳門墨魯交）

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和13年2月15日猶写1匝）


